









































































































































































International Association for the Evaluation of Educational Achievement: 
IEA）が1999年に世界38ヶ国の中学2年生（第8学年）約18万人を対象に実施し



























































































































方の依頼で「定置網で何故そしてどん 写真 2 中学校での講義。「定置網で何故
な魚がとれるか？Jという内容であっ 魚がとれるの？捕れる魚はどん






































































































8 : 40～8 : 50 ホームルーム
学問とは？」
写真 5 生物系の実験。魚、とエビの解音IJ。
8 : 50～10: 00 講義「学問とは？大学とは？J
10 : 10～11: 20 講義「長崎大学とは？水産学とはJ
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11: 20～13: 00 学部内研究室巡り（ 4名の教官で対応）、昼食（学食、教官
同行）
13: 00～16: 00 実験（生物系、物理系、化学系の 3班に別れて実施）








後の反省材料となった。今後の対応に 写真 6 化学系の実験。茶葉色素と
印象的な意見と一部補足したものを幾 カフェイン分析
っか紹介しよう。
① 「何故水産学部へ？」という思いをもって来学した。→この意見は大半の生
徒が持っていたが、帰るときには理科4科目が総合的にある学部との認識で
学部内容を良く理解した。
②講義や実験が一部難解であったが新鮮であった。 →難解な点は高校の勉強
をもっと幅広く学ぶことで理解できるようになるとの発憤材料ともなる。
③ 実験が楽しいと初めて思い、理科を学ぶときに役に立つ。
④直接大学教官や学生と話をし、高校の勉強の重要性と共に大学へ行きたく
なった。
⑤学部選びは学部の名前ではなく、中身を詳細に検討する必要があることが
わかった。①の反省をもとに。
⑥ オープンキャンパスより遥かにたくさんのことを見たり、聞いたり、体験
できた。
⑦長崎大学に好感を持った。
帰るときには、ほとんどの生徒が今回の体験入学に感謝していたこと、大学
選びに大いに参考になったことなど今回の体験入学では学部や大学自体を考え
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2章 自然科学分野での双方向的高校・大学連携について
る有意義な機会となった。また、水産学を通して理系大学の一面を見聞して欲
しいという当初の大学側の思惑が十分伝わったと思われる。大学や学部選びに
対して大半の生徒が名称やイメージだけで決めるべきではないことにも気づい
た様である。このことは本人がどのようなことをしたいかで学部選びをすると
いう当たり前のことを生徒に想起させるきっかけとなった。
高校生は、朝から大学に登校し、講義を聞き、研究室を教官の案内で訪問し、
食堂で教官や学生に混じって食事をし、午後白衣を着て実験をした。少なくと
も等身大の大学を経験できた。この経験は今後の大学進学に対する意識向上に
必ずプラスとなるとの意見も多かった。また、以上の体験をクラスメイトと一
緒に過ごすことができたことで、異なる空間でも比較的リラックスできたこと
も意義深い。大学での学問や水産学を通して見る自然科学にとっての高校での
理科の重要性についても感想文に言及されていた。以上述べてきた大学側の高
校側への取り組みに加え、今後大学側が望む高校側の大学側への活動予定を述
べる。
2 ）高校→大学の連携
大学に入学後の学生に高校理科を大
学教官側で再教育することは限界があ
る。そこで、その対応を高校教諭に助
力してもらうことで、専門的な立場か
ら基礎教育の充実がはかれると考える。
その際高校教諭も受験理科を教え込む
のではなく、自然科学の基礎としての
理科を如何に教え習熟させるかという
課題に取り組むこととなる。ここでも
理科が単なる暗記や計算ができれば良
写真 7 物理系の実験。水中で動〈漁網
が受ける水の抵抗の測定一数学
との関わり一。
いと言うことではなく、何を学ぶかについて一定の基準をもった教育が行われ
ることが望ましいことについて考える必要もあろう。自然科学では新規の研究
アイデアの創出が重要である。その点に配慮した教育が大学入学前に必要であ
り、指導要領プラスアルファーの部分で高校時代に学ぶべき理科の必要性や応
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用例についての教育方法について高校側も工夫が必要となろう。しかし、実施
に当たっては一定の時間を費やすことやその場合の手当の支給など問題点も少
なくない。本会で実際にどのようなプログラムが必要であるか、今後検討を重
ねたい。
6節おわりに
我が国の理科教育においては、児童期までの自然との接触不足、中学生の理
科嫌い ・理科離れの進行、高校での科目偏重などが各教育段階での問題のーっ
と考えた。平成14/15年から実施の指導要領では教科の内容削減も決まってお
り、今後入学してくる大学生の学力低下は加速しそうであることも危慎される。
これらへの対応策として、地域的かっ小組織による高校と大学の双方向的な連
携が必要であり、高校と大学の相互がもっ潜在力を連携により発揮させること
で、前述の問題解決の糸口となると考えた。一方、理科は暗記的あるいは機械
的に問題が解ける疑似理系や学部の重要基礎的科目未履修といったアンバラン
スでは、大学教育や自然科学の研究にとって意味をなさない理科教育となる可
能性もある。したがって、高大連携の他にも大学や高校教員が中学校や小中学
校の教壇に立つことや小学校の教師が大学で理系の研究を実施するなど、地域
の教育機関が連携に加え連続性の教育を実施できるような環境整備を行う必要
がある。
大学は教育面で2つの使命がある。一つは入学後の学生教育であり、もう一
つは地域社会への教育での貢献である。地域社会に対する教育は、従来ほとん
ど機能してこなかった点である。しかし、地域社会への教育は地元に貢献しよ
うとする思いが他の地域出身者より強い若者に対する科学や学問への動機付け
であり、理系の場合特に地域産業界にとって有為な人材育成のために有効な手
段ともなる。大学教官は教育 ・研究、大学運営、学会 ・社会活動等幾多の業務
があるが、以上の教育に取り組むことは本来の専門教育の正常化や有為な人材
輩出にと って長期的展望に立った場合に極めて有効となることを認識し効果的
取り組みが今後必要である。
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2章 自然科学分野での双方向的高校 ・大学連携について
* 1 明確な定義はないが、学力検査に偏ることなく、詳細な書類審査と時間
を掛けた丁寧な面接等を組み合わせることによって、受験生の能力 ・適
性や学習に対する意欲、目的意識等を総合的に判定しようとするきめ細
かな選抜方法の一つで、従来の推薦が学校の推薦を重視したのと異なり
自薦での応募が主体となる。我が国では平成2年に慶慮義塾大学で始め
られた。国公私立大学あわせて75大学でアドミッション ・オフィス入試
が実施されており、取組が着実に拡大している。
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